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Ⅰ.オープンデータとアプリケーション 

・オープンデータとは？ 

行政がweb上に公開した公共データ
を誰でも二次利用できるように処理
したデータ。 



・具体的にどのようなデータがあるの？ 

・Wi-Fiの位置 

・防災情報 

・トイレの位置…etc 

出典：流山市公共施設Wi-Fi設置場所 
 
 

：鯖江市トイレ位置図 



 日本はオープンデータでは 
                                 世界から差をつけられている… 

日本はオープンデータ進
捗度世界19位（2012年） 

出典：World Wide Web Foundation「Open Data 
Index」(2012.9) 

鯖江市はその牽引役として、 
全国をリードしていく役割を 
果たしている！！ 



鯖江市は・・・ 

オープンデータを活用して・・・ 

日本のオープンデータ先進地！ 

  アプリケーションを開発し、
市民生活に役立てる！ 



アプリケーションの例 

出典：iTunes 「さばえぶらり」ダウンロードページ 
                                    ：つつじバスモニター 



Ⅱ.現地調査から見えた問題点 

 

 
１．オープンデータへの認識不足とア  
プリケーションの認知度の低さ。 

  

２．アプリケーションがなくても日常
の生活に影響がない。 

３．市民のニーズを行政が把握してい
ない。 

アプリケーション
の利用率は市民全
体の1％・・・ 



Ⅲ.提言案 



・私たちのビジョン 

イベントに
参加 

市民の声を聞
いて今後の開
発に活かす 

市民目線の開発を
進め、アプリケー
ションを使うまち

鯖江に 



・内容 
９月９日に市内を歩きながらＡＥＤの場所を探しその使い方を学ぶウォークラ
リーイベント。ＡＥＤの場所にランダムで宝箱を置いて、ハートのシールを９枚
集めると、景品がもらえる。 
 
・使用機器の例：スマートフォン、タブレット端末 
・使用アプリケーション：ナビワンコ 
 

１.９月９日、救命の日開催！ 
「ＡＥＤ・ウォークラリー」 

ナビワンコ使用例 

itunes storeから無料
でダウンロード可能！ 



• AEDの位置とコースの例 

自宅・勤務先の事業所・学
校・駅など市民の生活圏の各
範囲をグループで回り、AED
の設置場所とその使い方を知
り、体験できる！！ 



イベントのねらい 

• 「いのち」を守るAEDの位置情報アプリケーションの利用に
クローズアップしたこと 

「このアプリがあってよかった…」 

「ここをもっと改善してほしい！」と市民は考えるのでは？ 

 

 

市民のICT活用能力を問わず、市全体で
アプリケーションが普及・改善するこ
とのモデルケースになり、今後の取り
組みに生かすことができる！ 



２.鯖江でタイムトラベル体験！ 
   鯖江の過去と未来―タイムスリップＡＲ 

・内容 

年齢や性別の異なる３～４人のグループで市内を歩いて回り、事前に市民か
ら集めた過去の写真と現実の様子を機器を通して重ね合わせて見ることで、
過去の鯖江のまちにタイムスリップしたかのような体験ができる。 

 

・使用機器の例：スマートフォン、タブレット端末、電脳メガネ 

・使用アプリケーション：Yesterscape 

 

 

 

 

Yesterscapeを使えばこんな体験ができる！ 

出典：QOOQ.Inc, Yesterscape HP 

itunes storeか
ら無料ダウン
ロード可能！ 



・AR(拡張現実)＝Augmented Realityとは？ 

[現実] 

ARを使う
と… 

コップの情報が追加される！ 



先行事例 

鯖江市と並ぶオープンデータ先進地の一つである横浜市では 

ARアプリケーションによる街歩きツアーが開催されている 

→観光振興が主な目的 

出典： オープンデータ情報ポータル（2013年2月23日） 

  ： ヨコハマ経済新聞（2013年6月6日）  



イベントのねらい 

• 他の都市にはない鯖江の強みを生かしてICTのまちづくりに
つなげる 

→老若男女幅広い市民がICTに積極的にコミットしている特性
をイベントに生かす！ 

 

鯖江の過去と現在を同時に体験できる場を設ける
ことで、世代間の隔たりを越えた活発なコミュニ
ケーションが生まれる！ 



Ⅳ.まとめ 

イベントに
参加 

市民の声を聞
いて今後の開
発に活かす 

市民目線で開発を
進め、アプリケー
ションを使うまち

鯖江に 

イベントの企画・運営に、学生の力を
取り入れ、学生が継続的にICTのまちづ
くりに参加  



THE END 

ご清聴ありがとうございました 


